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都市計画実習4班
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　実習テーマの背景・目的
· 地球温暖化

現在の地球温暖化の主な原因は、二酸化炭素濃度の上昇であると言われている。家庭では、二酸化炭素排出に占める自動車の割合が28.5％（温室効果ガスインベントリ調べ）と大きいことから、地球温暖化対策のため各家庭において自動車利用を減らすことは重要である。地球温暖化防止として自動車からの二酸化炭素の排出量を削減するたに、できる身近な対策としては、無駄なアイドリングをやめる。公共交通機関を利用する。渋滞を招く違法駐車をやめる。などが考えられる。
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http://www.data.kishou.go.jp/climate/cpdinfo/temp/an_wld
・ガソリン価格の変動

今回私たちが注目したのは「暫定税率の期限切れによるガソリンの値下げ」というニュースである。それにより人々の自動車利用量が増加し、環境に悪影響を与えるのではないかと予想した。しかし、4月30日、暫定税率関連法案が衆議院の再可決により再び５月から暫定是率が復活しガソリン価格が上昇した。また、近年の原油価格の急激な上昇もあり、ガソリンの値段は過去最高となり1リットルあたり平均160.1円（5月12日現在）となっている。このガソリンの価格の急激な変化が人々の意識・行動にどのような影響を及ぼしているかを調査することにした。
社会的ジレンマとは？
「社会的ジレンマ」とは、「短期的、利己的に利得があるが、長期的、社会的に損害が発生する状態になる行動（非協力行動）か、短期的、利己的に損害があるが、長期的、社会的に利得がある状態になる行動（協力行動）のどちらかを選ばなければならない状況」（藤井 2003）である。

　この社会的ジレンマを解決する方策として「構造的方略」と「心理的方略」の二つがある。「構造的方略」とは社会構造そのものを変革することで非協力行動から協力行動へと導くことである。「心理的方略」とは社会構造をかえず、行動変容を導く方略である。これらは同時に行われることが望ましい。
・自動車利用における社会的ジレンマ
社会的ジレンマを自動車利用に適応した場合について検討してみる。利己的・短期的なメリットとは、目的地と出発時刻を自由に設定できる。暑さ寒さをしのげる。重い荷物も運べる。などである。一方、長期的・社会的なデメリットは、地球温暖化などの環境問題。渋滞などの交通問題などが挙げられる。
ここでいう協力行動とは自動車の利用を控え、自転車や公共交通で移動することであり、非協力行動とは自動車を多く利用することである。

次に解決策をあげる。

・構造的方略
1.ガソリン価格の値上げ（増税）
2.自動車の利用状況に応じた累進課税制度
　・心理的方略

　　1.ビラ等によるコミュニケーション

　　2.呼びかけ

　　3.自動車利用の現状を伝える。

構造的方略は、規模が大きく、莫大な費用や行政などの協力が必要となる問題が生じる。しかし、今回は暫定税率の問題によりガソリンの価格が変化し原油価格の高騰も重なり、結果的にガソリン価格の上昇を生んだ。この構造的方略と同時に心理的方略である、ビラのコミュニケーションを行うことで、人々の意識・行動を変容し自動車の利用量を減らすことを目的とした。
　実習の内容
· モビリティ・マネジメントの実施
　「モビリティ・マネジメント」とは、一人一人の交通、移動でそれが社会的にも、個人的にも望ましい方向に自発的に促す、手助けするコミュニケーションを中心とした交通政策である。ここで重要になってくることは、まず、一人の個人において、車の利用を減らす行動変容が生じるためには「車に乗るのを控えよう」という行動意図が形成される必要がある。

[image: image2]
ここで、行動意図は、心理的要因である態度、知覚行動意図、道徳意識が活性されることで形成される。これらを活性するため事実情報を提供するビラを作成、配布するコミュニケーションを取ることで車に乗るのは控えようとする行動意図を形成させる。
・実習の流れ
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表２：自動車利用に関する意識・行動の質問の回答
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表２：自動車利用に関する意識・行動の質問の回答


現在事前アンケートの結果分析まで終了している。

・仮説
ガソリンが値下がりするという構造的方略により協力行動と非協力行動をする両者とも「前よりガソリンが安いから車を使ってもいいや。」「安いうちにガソリンを入れておこう。」と考えるようになり、車を多く利用する人が増えるであろう。また、値下がり前には実際に値下げを見込んだ買い控えに走る傾向があり、一部ではガス欠によるJAFに救援を依頼するなどの問題が生じている。この問題からもガソリンの値段が人々の行動や意識に大きな影響を与えていると思われる。

　そして、４月２９日以降にはガソリンが値上がりするかもしれないという状況のもとでは、「値上がりする前に車を多く利用しよう。」「値上がりする前に買いだめしよう。」などといった考えが生まれるであろう。また、一部では「どうせ短い期間だから生活習慣を変えなくてもいい。」と考え自転車や公共交通を使う人もいるかもしれない。よって実際に値上がりした後は、買いだめなどで急に利用量の変化は起きないかもしれないが、しばらくすれば再び利用量が減少するのではないかと思われる。

　また、心理的方略として、車の利用者の現状や実際に環境に与える悪影響等を掲載したビラを使うことにより、車の利用量を減らすように試みる。そうすることでただ値上がりをするという構造的方略だけの時よりも、ポスターなどで呼びかけるという心理的方略を同時に行った人たちの方がより車の利用量が減少するのではないかと思われる。
また、心理的な方法を用いているので、車の利用を控えて、ほかの交通手段で移動しようという意識の変化が起こると考えられる。
・事前インタビュー

実施日　２００８年５月８日（木）

場所　三井LALAガーデン前セルフSS東洋石油販売（株）

暫定税率が廃止になった１ヶ月間（４月）と復活した５月初めの実際の様子について、マネージャーの吉崎さんにインタビューを行なった。

４月（暫定税率廃止）の様子

・４月２日に値下げ（１４２円→１２４円）を開始。

・暫定税率廃止になる前に仕入れた在庫が無くなってからの値下げだったので、ニュースで度々報道されているような赤字経営になることはなかった。

・値下げしてからの給油台数は、それまでの平均約１．５倍。

・ガソリンの仕入れ量も一気に増加。

５月初め（暫定税率復活）の様子

・周囲のガソリンスタンドの状況を見ながら、５月１日の夜１５０円に値上げを実施。

・５月初めのゴールデンウィークの給油台数は、４月の約１／３。

・仕入れ量は４月に比べると少ないが、今後は給油台数の様子を見ながら仕入れ量を調整していく予定。

暫定税率の廃止と再可決は、ガソリンスタンドの営業に大きな影響を与えたことがわかった。インタビューの最後に、暫定税率による一連の騒動に題する率直な気持ちとして、吉崎さんは、「自分たちの都合しか考えずに行動している民主党が悪い」と述べた。ガソリンスタンドにとっては、価格変動に振り回されただけだった。
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表３

自動車保有者とそれ以外の人の歩く距離の比較
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表３


事前アンケートの実施

・アンケート内容
モビリティマネジメントにおける態度、知覚行動変容、道徳意識、行動意図の調査。また、実際にどのような行動をとっているかを調査するものを作成。また、コミュニケーションに必要な情報を収集するものとした。
なお、これらはガソリン価格が下がった4月のことを中心に質問した。
主な質問

· 自動車保有の有無

· 自動車利用に関する意識・行動

· 一週間の交通手段別利用回数

· 距離別行動手段

· 個人属性（職業・年齢など）

調査対象：社会工学関係の学類生、システム情報工学科の院生・教職員
対象授業と回収状況：

学群　都市計画実習 37部　(100％)
経営組織論   43部　(100％)
国際金融論   70部　(86.4％)
 　　大学院　　都市計画における課題と方法 50部

　　 教職員等  15部(17.9％)
()内は回収率
・事前アンケート結果
自動車保有率（全体）…37％（79人）
· 自動車利用に関する意識・行動の質問。

⑴4月の間、以前よりも車を利用しようと思いましたか？

⑵4月の一ヶ月、実際に利用する回数は増えましたか？

⑶車の排気ガスによる環境問題（地球温暖化や大気汚染等）に興味がありますか？
⑷ガソリンが安くなることでどんな問題が生じるか、考えたことはありますか？
⑸ガソリンの値下げはうれしいですか？
⑹車を運転するのは好きですか？
⑺ガソリンの値下げで車の利用がしやすくなったと思いますか？
⑻車の利用を控えるべきだと思いますか？
⑼車を利用するのを控えようと思いますか？
これらの質問に対し５段階で評価してもらった。集計結果は以下の通りである。（表１）これはアンケートの回答した割合である。
・車の所有者について

4月の一ヶ月間の値下げに対し、車の所有者は特別に多く利用しようとする行動意図は見られなかった。実際に車の利用量が変わらないと答えた人がもっとも多い結果が得られた。
　注目した点は、車の利用を控えるべきだという道徳意識を持っている一方で、車の利用を控えようとする行動意図があまり見られなかった点である。この行動意図を起こさせるようにしていくこと今後の課題である。
　また、今回の値下げに対する態度としては、車を運転するが好き、ガソリンの値下げに対してうれしいと感じる傾向がみられた。環境問題やガソリンに関する問題意識についても比較的高い傾向が見られた。
	1.３学食堂

	2.大学会館

	3.体芸図書館

	4.平砂共用棟

	5.つくばセンター

	6.洞峰公園

	7.YOUワールド

	8.土浦駅


・車の所有者と持っていない人の比較
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仮想的な状況下での交通手段を質問した。これは主に筑波大学内を通るペデストリアンデッキ上に目的地を定め、筑波大学中央図書館から目的地までの交通手段を聞いた。目的地は（表2）で示したとおりで近いところは３学食堂から遠いところで土浦駅を設定した。この結果。次のような傾向が見られた。
・車の所有者の方が遠くまで徒歩で移動する。（表３）
・車を持っていない人は、車の所有者に比べ多くバスを利用する。

また、４月の最終週にガソリンを入れたかという質問を行った結果、4月29日、30日に多くガソリンを入れに言っていることがわかった。これは暫定税率が復活する直前ということもある。そしてガソリンの値下げで多くの人が車の利用がしやすくなったと答えたことからガソリンの価格が消費者の行動に大きな影響があると考えられる。
4月の間のガソリンを入れた回数と、いくら使ったかを聞いた。結果は以下のようになった。

	0回
	1回
	2回
	3回
	4回
	5回

	6
	20
	33
	9
	8
	3



今後の予定
・ビラの配布
まず、事前アンケート対象を実験群と制御群の二つのグループにわけ、実験群のみにビラによるコミュニケーションをとる。これは心理的方略であるビラのコミュニケーションによってどのような効果が得られるかを比較分析するためである。

・ビラの内容
環境・金銭・交通事故・健康面について呼びかけ、心理的側面からアプローチをすることで自動車利用を控えてもらうことが狙いである。それぞれの面についてメッセージ全体の意義・趣旨をキャッチフレーズとして示すことで自身の行動を振り返ってもらうことを目的としている。

作成したビラの概要

①環境面

自動車利用によって生じる排気ガス（主に二酸化炭素 ）が人間や地球に与える影響について

②金銭面

自動車利用の金銭的負担について

③交通事故面

自動車利用によって私達が交通事故を引き起こす、または遭遇する確率とその危険性について

④健康面

自動車利用を控え、他の交通手段を選択することで消費できるカロリー数の違いを示すと共に、私達の体に与える良い効果について

→①～④はそれぞれ自動車利用におけるメリット・デメリットについて情報を提供している。
· 事後アンケート
事前アンケート同様に、態度、知覚行動変容、道徳意識、行動意図の調査。また、実際にどのような行動をとっているかを調査するものを作成。対象を同じくして配布する。これの結果を事前調査の結果と比較、分析し「車の利用を控えよう」と行動意図が実験群の方が多く現れることを期待する。
参考文献
（社）土木学会　モビリティ・マネジメントの手引き 2005



都市計画実習中間発表　社会的ジレンマ班


～ガソリン価格の変動とモビリティマネジメント～


担当教官：谷口　綾子		TA：柳田　穣


班長：田代　泰史　　	副班長：橋本　健太郎　　　渉外：董　旋絢　武藤　央子


印刷：梶　淳哉　堤　光平　　　　DB：梅村　佳子
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